
脱炭素社会に向けた水素利活用と課題

徳島県 グリーン社会推進課

令和３年９月３日

第１７回　規制改革会議
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2050年カーボンニュートラル目標と2030年排出削減目標

地球温暖化対策推進本部（首相官邸HPより）

2020年10月26日に行われた第203回国会における菅内閣総理大臣所信表明演
説において、2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを
宣言。
2021年4月22日の地球温暖化推進本部において、　　　　　　　　　　　　　
2050年目標と整合的で、野心的な目標として、2030年度に、温室効果ガスを
2013年度から46パーセント削減することを目指すことを宣言。

　さらに、50パーセントの高みに向けて、挑戦を続けていくことも宣言。

2050年カーボンニュー
トラルや2030年の新た
な排出削減目標を目指す

ための道筋として
どのようなエネルギー
政策が考えられるか？
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経済産業省資源エネルギー庁
産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ（第２回）
資料「水素関連プロジェクトの研究開発・社会実装の方向性」抜粋 3



4経済産業省資源エネルギー庁
第２５回 水素・燃料電池戦略協議会「水素政策の最近の動向等について」抜粋



経済産業省資源エネルギー庁
産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ（第２回）
資料「水素関連プロジェクトの研究開発・社会実装の方向性」抜粋 5
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経済産業省資源エネルギー庁
産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ（第２回）
資料「水素関連プロジェクトの研究開発・社会実装の方向性」抜粋



7
経済産業省資源エネルギー庁
産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ（第２回）
資料「水素関連プロジェクトの研究開発・社会実装の方向性」抜粋



8経済産業省資源エネルギー庁
第２５回 水素・燃料電池戦略協議会　「今後の水素政策の課題と対応の方向性 中間整理（案）」抜粋

2021年8月で
生産終了
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水素ステーションのコスト
水素ステーションは、多額の費用が必要
　①整備費用、②整備後の運営費が必要

コストの内訳
　　○整備費　　機器費（圧縮機、蓄圧器等）、工事費等
　　○運営費　　人件費、修繕費（定期検査費用）※ 、
　　　　　　　　　　修繕費、電気代、輸送費　等
　　○原価    　　水素原価等
赤字は変動費、細字は固定費を示す
*修繕費の内において、部品交換費用等は水素供給に連動して増加する変動費であるが、水素供給量に関わらず年一回の
実施が定められている法定定期検査費目は固定費と記載

経済産業省資源エネルギー庁　第２４回 水素・燃料電池戦略協議会　資料抜粋
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国の水素ステーション補助金は、「クリーンエネルギー自動車の導入のため
商用を目的として燃料電池自動車等に燃料として水素を供給する設備に限る」と
されている。
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経済産業省資源エネルギー庁
産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ（第２回）
資料「水素関連プロジェクトの研究開発・社会実装の方向性」抜粋



徳島県水素グリッド構想
○徳島県水素グリッド構想（2015年10月）
 ・２０１５年１月に産学官の関係者からなる「徳島県水素グリッド導入連

絡協議会」を立ち上げ、２０３０年の水素社会を展望した「ロードマップ」を
盛り込んだ「徳島県水素グリッド構想」を策定　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※グリッド：「網」「格子」

  ２０２５年 ２０３０年

ＦＣＶ １，７００台 ３，６００台

ＦＣバス １０台 ２０台

水素ステーション ６箇所 １１箇所

　本県の導入状況（２０２１．３月末現在）

　　　県内の普及状況　約３０台（県公用車　ＦＣＶ7台含む）
　　　移動式水素ＳＴ１基（２カ所運用）、自然エネ由来水素ＳＴ2基
　

本県の普及目標

12



「徳島県水素グリッド構想」に基づいた取組み
水素社会実現に向けたさまざまな取組みを推進。

●県庁への水素ステーション整備

  

 

●移動式水素ステーション導入

「中四国初」となる自然エネルギー由来・
水素ステーション（SHS）を設置（Ｈ２７）

「四国初」となる事業者の
移動式水素ステーション導入を支援（Ｈ２７）

公用車として
全国トップクラスの７台を所有
県単独のFCV購入補助制度を創設

 ●徳島空港における
  ＳＨＳ・ＦＣフォークリフト
 セット運用開始

　
　　

　

地方空港では「全国初」となる
ＳＨＳ＋ＦＣＦＬのセット導入を支援（Ｈ３０）

●全国初｢燃料電池パトカー｣の
 運用を開始。（R2)

●水素バスの実証運行

●FCV（水素自動車）の導入
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